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地域の信頼関係を活かして孤立を防ぐ
～地域世話人と職員の連携が実を結んだ事例～

　地域訪問中の友の会事務局より、

居宅支援事業所白樺に訪問要請が

ありました。

　Ａさんは、１か月前より身体機

能及び食欲低下の他、生活環境の

悪化が進んでいました。要請を受

け早速ケアマネージャーが訪問、

ショートステイや入院を勧めましたが、本人の意向によりサービス利

用となりませんでした。しかし状態は医療介護のサービスが直ちに必

要だったため友の会事務局へ相談、日頃からＡさんを支援している友

の会世話人さんと改めて訪問したところ、世話人さんの説得により、

Ａさんの介護保険申請およびヘルパーの利用開始に至ることができま

した。地域が育んできた信頼関係があったからこそ、支援につなげる

ことができた事例となりました。

地域住民の生活と健康を守る取り組み
～白樺ブロックの取り組み～

　白樺ブロックでは、署名や友の会

員を増やすことの他、地域で潜在的

に介護サービス利用が必要な方々を

探し出す取り組みを進めています。

今年４月から７月、対象となる患者

さん500名に十勝勤医協のデイケア及

びデイサービスの紹介するチラシを

送付、さらに健康診断と介護サービス利用を紹介する「白樺医院だより」

を発行、白樺地域近隣の友の会役員さんご協力の下約2,200世帯にお

便りを届けました。そして９月末より「高齢者実態調査」と題して電話

がけ調査を開始しています。この取り組みは、医療や健康面だけでな

く、介護サービスも含めた生活全般を支え、必要なサービス利用に確

実につながっていただけることを目的としています。地域住民・友の

会員さんの健康を守るわたしたちの取り組みを、引き続き進めていき

ます。

やっぱり大事　合同地域訪問
～病院ブロックの取り組み～

　10月８日（金）、帯広病院周辺地域へ地域世

話人さんと合同地域訪問を行いました。友の

会から３名、職員２名が参加、２つのグルー

プに分かれ署名や無料低額診療の薬代助成事

業の案内などを行いました。今回訪問した西

南地域は高齢世帯が多い地域、ある商店の店主は、「細々と商売してい

る。周りでは生活保護を受給している方が多い様子。お客さんが一人

も来ない日もあり、近々店じまいも検討している」とのお話を伺いま

した。地域に足を踏み出さないと見えない、わからないことがたくさ

んあります。（大運動）期間にこだわらず、地域へ足を運ぶことの大切

さを実感しました。

2021秋の大運動
～友の会・職員が
� 地域の困難に寄り添う～

▼
１
年
半
の
安
倍
・
菅
政

権
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
補

償
の
な
い
自
粛
、
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
の
強
行
な
ど
、

経
済
を
優
先
さ
せ
る
政
策

に
固
執
し
た
結
果
、
医
療

崩
壊
を
招
き
、
感
染
爆
発

を
食
い
止
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
多

く
の
人
々
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
菅
政
権
の
大
失
政
で
す
▼
そ

の
菅
首
相
が
政
権
を
投
げ
出
し
、
岸

田
新
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
岸
田

首
相
は
、
自
民
党
総
裁
選
で
も
憲
法

９
条
改
定
や
原
発
再
稼
働
を
公
言
し

て
い
ま
す
。
新
内
閣
の
顔
ぶ
れ
を
み

て
も「
安
倍
・
菅
政
治
」を
継
承
す
る

政
権
で
す
▼
コ
ロ
ナ
禍
は
継
続
し
て

お
り
、
今
も
な
お
た
く
さ
ん
の
命
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
・

介
護
従
事
者
は
、
感
染
し
な
い
、
さ

せ
な
い
リ
ス
ク
、
緊
張
感
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
患
者
、
利
用
者
を
守
る
仕

事
を
日
々
懸
命
に
続
け
て
い
ま
す
▼

31
日
の
総
選
挙
は
、「
い
の
ち
を
守
る
」

政
治
へ
変
え
る
選
挙
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
民
医
連
は
「
い
の
ち

が
最
優
先
さ
れ
る
社
会
へ
の
転
換
を

　

総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
要
求
」
を

示
し
て
い
ま
す
。
①
コ
ロ
ナ
か
ら
国

民
の
い
の
ち
が
守
れ
る
国
に
②
安
心

し
て
医
療
・
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
③
医
療
・
介
護
の
提

供
体
制
の
拡
充
を
④
応
能
負
担
で
公

正
な
税
制
を
⑤
憲
法
を
守
り
平
和
で

安
全
な
社
会
、
と
い
う
も
の
で
す
▼

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今
本
当
に
国
民

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
国
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
患
者
、

利
用
者
、
地
域
を
守
る
活
動
に
全
力

を
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
の
社
会
を
良

く
す
る
政
治
へ
転
換
す
る
た
め
の
行

動
も
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｋ
）

　９月から始まった秋の大運動は、コロナ禍による制限がありながらも地域に踏み出した事により、支援に結びついた事例が報
告されています。10月末には総選挙が控えています。いのちが最優先される社会への転換の必要性を地域・職場で訴えましょう。
この間の取り組みや成果についてご紹介いたします。

第22回友の会世話人交流会“中止”のお知らせ
　毎年１月、世話人の皆さんの交流の場として開

催しておりました 「友の会世話人交流会」ですが、

新型コロナウイルスの収束が見通せない中、皆さ

んの安全を第一に考え、2021年度（2022年１月）の

開催を中止することと致しました。開催を楽しみ

にしてくださっている皆様には残念なご案内とな

りますが、ご理解いただけますよう、お願い申し

上げます。
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10
月
１
日（
金
）、
自
由
民
主
党
と
立
憲
民
主

党
の
衆
議
院
選
挙
候
補
予
定
者
を
医
科
診
療
所
・

居
宅
事
業
所
・
薬
局
の
各
事
務
長
が
訪
問
し
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
め
ぐ
る
諸
要
求

②
安
心
し
て
医
療
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現

③
憲
法
を
守
り
平
和
で
安
全
な
社
会
の
実
現

を
柱
と
し
た
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
石
川
香
織
事
務
所
で
は
公
設

第
一
秘
書
と
面
会
、「
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

の
大
変
な
状
況
を
含
め
要
求
書
の
内
容
は
す
べ

て
理
解
で
き
る
。
国
へ
の
要
求
と
し
て
石
川
に

伝
え
た
い
。
総
選
挙
で
は
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

く
の
で
、
応
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
総
選
挙
に
向
け
、
野
党
共
闘
で

政
治
の
変
化
を
呼
び
か
け
、
い
の
ち
が
最
優
先

さ
れ
る
社
会
へ
の
転
換
を
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

�

【
民
医
連
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
社
保
委
員
会
】

衆議院選挙
候補予定者を訪問

～選挙に行こう、選挙で民意を示そう～

利用者からは、
「ありがたい、助かる」の声
“無料低額診療”くすり代助成事業が開始
　10月１日（金）から帯広市で念願の無料低額診療調剤処方費用助成

事業が開始されました。９月から帯広病院では無料低額診療（以下

無低診）を利用している帯広市在住の利用者さんに、助成事業の手

続きに必要な書類を送付するとともに助成事業のご案内をしています。

10月２日（土）に早速帯広病院で無低診を利用しているＡさんが処方

箋とともに帯広市から送られてきた「資格決定通知書」と「助成金申請書」

を持ち、あじさい薬局に見えられました。助成金申請書は薬局での

提出が必要ですが、１人で記載するのが大変なため、薬局職員と一

緒に作成、この日Ａさんの薬代の自己負担分約1,000円が免除とな

りました。Ａさんからは、「あちこち病院に通っているので、医療費

がたくさんかかる。この薬

代助成が始まって本当に助

かりました、ありがたい。」

とお話されていました。

　ようやく事業が始まりま

したが、現在の制度では、

１つの疾患への助成期間が

原則３ヶ月、最大６ヶ月以

内と限定されています。今

後は助成期間の撤廃を求め

る運動が必要となります。

『
大
好
き
な
お
父
さ
ん
と

�

最
期
ま
で
一
緒
に
い
た
い
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
病
院
や
施
設
で
高
齢
者
が

家
族
と
面
会
で
き
な
い
状
況
が
１
年
以
上
も
続
い
て

い
ま
す
。「
顔
を
見
ら
れ
る
だ
け
で
も
安

心
で
き
る
の
に
…
」「
様
子
が
知
り
た
く

て
も
分
か
ら
な
い
。
」
そ
ん
な
中
で
終
末

期
と
な
っ
た
、
利
用
者
さ
ん
と
家
族
の

事
例
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
（
98
才
男
性
）
は
入
院
前
ま
で

は
、
元
気
に
食
事
や
ト
イ
レ
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ご
家
族
と
し
て
は
、「
体
調

が
不
安
定
で
ほ
ぼ
寝
た
き
り
で
帰
っ
て

く
る
」「
車
椅
子
に
座
ら
せ
た
こ
と
が
な

い
」「
食
事
介
助
が
必
要
」「
オ
ム
ツ
交
換

な
ん
て
で
き
る
の
か
」
等
、
初
め
て
の

介
護
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
い

つ
も
子
供
達
を
気
に
掛
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
必

ず
助
け
て
く
れ
た
。
何
で
も
で
き
る
お
父
さ
ん
だ
っ

た
。
」「
子
供
達
で
協
力
し
て
家
に
帰
し
て
あ
げ
よ
う
。
」

と
在
宅
介
護
を
決
心
。
在
宅
に
向
け
て
十
勝
勤
医
協

の
主
治
医
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
、
地
元
の
訪
問
看
護
の

力
を
借
り
て
、
体
調
の
確
認
や
介
護
方
法
の
指
導
と
、

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
を
作
り
、
看
取
り
方
向

で
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

自
宅
で
は
、
子
供
さ
ん
達
に
囲
ま
れ

て
少
し
の
食
事
や
会
話
、
日
課
の
新
聞

を
見
た
り
、
民
謡
を
聴
い
た
り
元
気
だ

っ
た
頃
の
生
活
を
思
い
出
し
約
３
か
月

一
緒
に
生
活
が
で
き
ま
し
た
。
最
期
の

日
も
孫
や
ひ
孫
も
集
ま
り
、
賑
や
か
に

お
酒
を
飲
む
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
雰
囲

気
の
中
で
亡
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
で
す
。

　

今
後
も
、
ご
本
人
や
家
族
の
希
望
に

添
っ
て
、「
自
宅
で
過
ご
せ
て
良
か
っ
た
。
」

と
思
え
る
よ
う
、
事
業
所
と
家
族
の
連
携
、

ご
本
人
、
ご
家
族
の
思
い
を
含
め
た
情

報
収
集
を
行
い
、
在
宅
生
活
を
ご
本
人
ら
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
関
わ
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
白
樺
　
本
田
奈
美
絵
】

医療・介護
の現場から
シリーズ○116

お気軽にお電話ください！
　新型コロナウイルス感染症の拡大で、
介護サービスを利用できない、介護負担
が増えて大変になった、などの様々な悩
みがありませんか？
　また、お金の心配なく安心してサービ
スを受けたいがどうすればよいか悩んで
いませんか？
　一人で悩まず、十勝勤医協の介護事業
所で勤務する職員がお電話をお待ちして
います。

メールの場合は、s-shirakaba@tokachi-kin-ikyo.or.jp まで

例えば・・・
○介護認定って何？
○どんなサービスがあるの？
○施設にはどうしたら入れ

るの？
○車椅子は借りることがで

きる？
○家でリハビリできないの？
○家族には負担をかけさせ

たくない。
○介助したら腰が痛くなっ

た。…

医療法人十勝勤労者医療協会　在宅介護総合センター白樺
住所 帯広市白樺16条西1丁目3-1　電話 0155-41-1167

電話�0120-741-165
日時 11 　

月11木
日　10時～16時

11月11日は、「いい介護の日」

介護・認知症など

無料 電話相談
なんでも
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放射 線見 聞録
� 帯広病院診療放射線技師　主任　山﨑　真嗣

　

老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
２
階

さ
く
ら
で
は
、
９
月
22
日
に
猿
カ
ニ
合
戦（
玉

入
れ
）と
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
！

　

猿
カ
ニ
合
戦
で
は
猿
チ
ー
ム
と
カ
ニ
チ
ー
ム

の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
戦
い
ま
し
た
！
普
段

は
大
人
し
い
方
も
と
て
も
元
気
に
声
を
出
し
て
、

笑
顔
で
柿
を
投
げ
、

楽
し
そ
う
に
過
ご

さ
れ
て
い
た
姿
が

と
て
も
印
象
的
で

し
た
！

　

敬
老
会
で
は
長

寿
の
お
祝
い
を
し

ま
し
た
！
表
彰
状

を
渡
し
、
職
員
手

　

Ａ
さ
ん（
80
歳
・
女
性
）は
、
公
営
住
宅
で

夫
と
子
供
と
同
居
し
て
お
り
、
入
浴
・
交
流

を
目
的
に
週
２
回
デ
イ
ほ
の
か
を
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
利
用
か
ら
半
年
経
過
し
た

あ
た
り
か
ら
利
用
料
の
未
納
が
続
き
ま
し
た
。

　

家
族
に
状
況
を
確
認
す
る
と
『
体
調
が
悪

化
し
て
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
、
収
入
が
減

っ
た
。
子
供
た
ち
も
障
害
が
あ
っ
た
り
と
仕

事
に
行
け
て
な
い
。』と
の
こ
と
で
し
た
。
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
状
況
を
報
告
し
、
減

免
手
続
き
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
前

年
度
の
収
入
額
が
対
象
と
な
る
た
め
減
免
対

象
外
の
判
定
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
週
２
回

か
ら
週
１
回
に
減
ら
す
こ
と
と
、
未
納
分
は

分
割
し
て
支
払
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
の
か
で
は
、
そ
の
後
も
生
活
上
の
困
り

ご
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
や
夫
が
受

診
を
控
え
て
い
る
こ
と
、
定
期
薬
が
内
服
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
無
料
定
額
診
療
や
白
樺
医
院
の
紹
介
を
行

作
り
の
帽
子
を
被

っ
て
い
た
だ
き
記

念
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。
お
祝
い

さ
れ
た
方
も
お
祝

い
す
る
方
も
温
か

い
笑
顔
で
記
念
に

残
る
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
！

　

去
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
開
催
が
少
な

い
中
、
今
年
は
定
期
的
に
行
事
を
行
え
る

こ
と
が
で
き
、
利
用
者
様
の
楽
し
そ
う
に

し
て
い
る
姿
や
笑
顔
を
引
き
出
す
機
会
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
！

�

【
介
護
福
祉
士
　
榎
本
　
和
輝
】

い
ま
し
た
。
か
か
り
つ
け
だ
っ
た
診
療
所

で
は
、
お
金
が
払
え
ず
定
期
薬
の
処
方
を

断
っ
て
い
た
よ
う
で
、
診
療
所
か
ら
『
勤

医
協
な
ら
、
無
料
定
額
診
療
を
し
て
い
る

の
で
、
受
診
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
』

と
紹
介
を
受
け
、
無
料
定
額
診
療
を
適
用

し
定
期
薬
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
白
樺
医
院
が
か
か
り
つ
け

医
と
な
り
、
本
人
の
病
態
管
理
の
ほ
か
、

皮
膚
疾
患
な
ど
の
相
談
や
受
診
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
定
期
受
診
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
本
人
の
表
情

に
も
活
気
が
戻
り
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
健
康
状
況
や
仕
事
・
収
入
の
変

動
に
よ
る
医
療
控
え
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
控

え
に
つ
い
て
振
り
返
る
事
例
で
し
た
。
今

後
も
、
本
人
・
家
族
の
方
と
お
話
を
重
ね
、

困
り
ご
と
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
利
用
者

様
と
支
え
る
家
族
の
方
の
援
助
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

 【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か
介
護
福
祉
士
　
主
任
　
西
村
　
正
直
】

や
っ
ぱ
り『
レ
ク
』は
楽
し
い
ね
‼

利
用
料
金
未
納
で
医
療
・
介
護
控
え
を
し
て
い
た

利
用
者
へ
の
支
援

ケアセンター
白樺

デイ
ほのか

～骨密度検査とは～
　骨粗鬆症（こつそしょうしょう）の診断や骨折のリスク判定をするの

に行われる検査で、骨を構成するカルシウムなどのミネラル量を測定

することで、骨の強さを測定することができます。

～骨
こ つ

粗
そ

鬆
し ょ う

症
し ょ う

とは～
　骨粗鬆症とは、長年の生活習慣などによっ

て骨の中にあるカルシウムの量が減り、骨

がスカスカになり折れやすくなっている状態、

または骨折してしまった状態のことをいいます。

骨が弱くなるとポキッと折れてしまうだけで

はなく、骨が潰れてしまう圧迫骨折を引き起

こす可能性も高くなるため、背中が曲がったり、

縮んだりしてしまいます。

　特に女性では、骨からカルシウムが溶け出すのを抑制する働きがあ

るエストロゲンという女性ホルモンの一種が閉経とともに急激に低下

するため、急激に骨密度が低下してしまいます。

～骨密度検査はなぜ必要なの？～
　骨の強さを測定することができる「骨密度検査」ですが、この検査を

行う目的は何なのでしょうか？

①骨粗鬆症かどうかの診断のための測定。
②定期的に測定を行うことで骨密度の変化を調べる。
③骨折のリスクを調べることで、リハビリなどの治療計画や生活習慣
　の見直しに役立てる。

●骨密度（ＢＭＤ：Bone Mineral Density）：（g/ ㎝2）
　骨密度（ＢＭＤ）とは、骨の強さを判定する

ための代表的な指標となるもので、骨の１㎝2（平

方センチメートル）あたりに含まれるミネラル

の量（ｇ）を表したものとなります。この値が

大きいほど、骨が強いといえます。

●若年成人比較（ＹＡＭ：Young Adult Mean)：（％）
　もっとも骨量が多いとされる（健康的な）若年齢の骨密度の平均値を

100％とし、この値と自分自身の骨密度が何％なのかを比較した値を

いいます。

　この値が80％以上なら正常、70％～80％なら骨量減少、70％以下な

ら骨粗鬆症の疑いといわれています。

●同年齢比較：(％）
　骨密度検査測定時の年齢において、同じ年齢の骨密度の平均値を

100％として比較した値をいいます。

●まとめ
　今回は骨密度検査についてご紹介させていただきました。

高齢者の骨折しやすい場所として１位が背骨、２位が

股関節といわれており、とくに股関節を折ってしまうと「寝

たきり」になりやすいと言われています。

　また、「寝たきり」によって身の回りのことを他人へ任せてしまうこ

とから、認知症がはじまるきっかけになるとも言われています。自分

の骨の強さを知り、骨粗鬆症のリスクや変化を知る事

で生活習慣の見直しや予防に努めることができます。

これからも元気に年を重ねられるように、今できるこ

とから始めてみましょう！

図１）骨密度測定結果報告書

図２）骨密度装置
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１
か
月
後
の
２
０
１
７
年
２

月
末
に
、「
要
介
護
１
」
が
認

定
さ
れ
た
。
母
95
才
。

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

Ｂ
さ
ん
と
、
今
後
の
「
介
護

計
画
」の
話
し
合
い
を
持
っ
た
。

私
は
、
母
の
健
康
状
態
を
定

期
的
に
診
て
も
ら
い
、
的
確

な
ケ
ア
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
事
で
安
心
を
得
た
か
っ

た
し
、
転
倒
も
こ
の
先
避
け

ら
れ
ず
、
私
一
人
で
は
対
処

で
き
な
い
と
思
っ
た
。
何
か

あ
っ
た
ら
、
ど
こ
か
の
誰
か

と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
時
の
私
に
は
必
要
不
可

欠
だ
っ
た
。
ま
た
、
外
出
も

で
き
ず
娘
以
外
の
人
と
は
殆

ど
話
す
こ
と
も
な
い
母
に
、

何
と
か
人
と
話
す
機
会
を
作

り
、
会
話
で
き
る
喜
び
や
楽

し
さ
を
思
い
出
し
て
欲
し
い

と
願
い
、「
訪
問
看
護
」
を
利

用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

早
速
、
医
師
の
診
察
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ
医

師
が
「
お
母
さ
ん
生
ま
れ
た

所
は
ど
こ
…
？
」と
聞
く
と
、

「
士
幌
の
山
の
ふ
も
と
…
」と

母
。
ま
た
、
母
の
両
肩
を
撫

で
な
が
ら
、「
お
母
さ
ん
い
い

骨〔
骨
格
〕し
て
い
る
ね
…
」

と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

緊
張
し
て
い
た
母
は
笑
顔
に

な
っ
た
…
。
問
題
は
、
母
を

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
尾
崎　

忠
顕

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
〇
六
三

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎　

節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
岩
本　

正
雄

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

五
七
八
五

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
堀
田　

省
悟

 

五
八

－

一
六
五
〇

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

 

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

生
き
生
き
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

白
樺
友
の
会

 

私
の「
老
々
介
護
」回
顧
記
②

　

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

白
樺
」
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
Ａ
さ
ん
に
「
介
護
認

定
」
に
向
け
て
、
行
政
手
続

き
を
し
て
も
ら
っ
た
。
提
出

用
の
書
類
は
複
雑
で
戸
惑
っ

た
け
れ
ど
、
親
切
な
説
明
で

私
は
サ
イ
ン
と
印
を
押
す
だ

け
だ
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
母
の
身
体
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、「
審
査
」

が
面
接
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

金

鮮 □ 介

網

若

紅 □ 桜

脈

川

葉 □ 眉

絮

頭

の

体

操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】

キ
ュ
ウ
リ
魚
科
の
海
水
魚
。

干
し
て
食
べ
る
と
美
味
し
い
。

【
答　
　
え
】

　

□　

□　

□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　
「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」へ
の

ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を
添

え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可
能

な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

ど
う
説
得
す
る
か
だ
っ
た
。

　

母
は
、「
訪
問
看
護
」
が
、

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
理
解

で
き
ず
、「
い
や
だ
！
な
ん
で

そ
ん
な
こ
と
す
る
の
…
」
と

頑
な
に
拒
否
。
私
は
、「
暮
れ

に
転
ん
だ
で
し
ょ
…
。
私
１

人
で
は
起
こ
す
の
大
変
な
ん

だ
か
ら
…
腰
も
痛
い
し
…
誰

か
に
助
け
て
も
ら
わ
な
い
と

…
」と
、
押
し
問
答
が
続
く
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
Ｂ
さ

ん
と
、
２
人
で
説
得
し
、
母

は
や
っ
と「
訪
問
看
護
」を
受

け
入
れ
た
。

　

８
月
、「
訪
問
看
護
計
画
書
」

に
沿
っ
て
、「
訪
問
看
護
」
が

始
ま
っ
た
。
当
日
、
看
護
師

の
Ｄ
さ
ん
が
来
宅
。
初
対
面

だ
っ
た
が
、
Ｄ
さ
ん
は
笑
顔

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

11
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
５
２
号

（
１
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
４
８
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
心
・
技
・
体
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
89
通
、
正
解
者

85
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

浅
野
八
重
子　

垣
谷
ト
モ

諏
訪　

久
子　

中
島　

剛

松
井　

祐
一　
（
帯
広
市
）

酒
井
志
津
子　

渡
部
幹
雄

　
　
　
　
　
　
（
音
更
町
）

白
銀
美
恵
子　
（
芽
室
町
）

萩
原
惠
子　
　
（
幕
別
町
）

佐
野
敏
子　
　
（
足
寄
町
）

で
テ
キ
パ
キ
と
血
圧
、
脈
、

体
温
な
ど
を
計
り
体
調
の
チ

ェ
ッ
ク
…
。
そ
の
後
、
座
っ

た
状
態
で
膝
を
上
げ
た
り
、

腕
を
上
下
さ
せ
た
り
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
の
軽
運
動
を
行

う
。
Ｄ
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
母
の
顔
を
久
し
ぶ
り
に

見
た
私
は
、
こ
れ
が
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
に
繋
が
る
第
一

歩
で
あ
る
事
を
願
っ
た
。

　

以
来
、
週
一
回
の
ペ
ー
ス

で「
訪
問
看
護
」
は
続
い
た
。

来
宅
す
る
看
護
師
さ
ん
た
ち

も
、
孫
娘
の
よ
う
な
方
か
ら

経
験
豊
富
な
方
ま
で
様
々
で
、

そ
れ
が
母
に
と
っ
て
は
い
い

刺
激
に
な
っ
た
と
思
う
…
。

母
の
興
味
や
関
心
を
誘
う
よ

う
な
母
の
若
い
頃
の
話
や
、

得
意
だ
っ
た
こ
と
を
話
題
に

し
て
く
れ
た
。
時
に
は
、
看

護
師
さ
ん
に
「
こ
の
仕
事
好

き
…
？
ど
ん
な
仕
事
も
好
き

で
な
い
と
上
達
し
な
い
よ
…
。
」

な
ど
と
言
う
事
も
…
。
何
度

も
同
じ
こ
と
を
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
看
護

師
さ
ん
た
ち
は
、
初
め
て
聞

い
た
よ
う
に
相
槌
を
打
っ
て

聞
い
て
く
れ
た
…
。

　

母
が
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
頃
、
Ｄ
さ
ん
が
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
の
話
を
し
た
。
母

は
「
こ
こ
〔
家
〕
に
い
る
の
が

一
番
い
い
の
…
」
と
、
泣
い

て
し
ま
っ
た
…
。
そ
し
て
、

「
訪
問
看
護
」開
始
５
か
月
後

の
12
月
、
再
び
転
倒
し
た
…
。

ト
イ
レ
で
転
倒
し
た
た
め
、

母
を
マ
ッ
ト
の
上
に
乗
せ
た

ま
ま
引
き
ず
り
出
し
、
何
と

か
体
を
引
き
上
げ
た
。
幸
い

大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

①
医
療
や
福
祉
の
こ
と
で
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
る
存
在

が
、
十
勝
勤
医
協
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

�

金
田
ツ
ネ
子（
帯
広
市
）

②
（
聴
診
器
）よ
り
、
９
月
１

日
は
防
災
の
日
、
色
々
と
物

は
在
庫
し
て
い
ま
す
が
、
き

ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
な
い

の
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

�

伊
藤
節
子（
帯
広
市
）

③
一
面
の「
介
護
保
険
」の「
補

足
給
付
」
が
変
わ
り
ま
す
の

内
容
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

�

加
藤
美
智
子（
清
水
町
）

④
音
更
町
を
離
れ
て
30
年
た

ち
ま
し
た
。
友
の
会
ニ
ュ
ー

ス
を
ず
～
っ
と
継
続
し
て
読

ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

高
知
医
療
生
協
で
も
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

�

岡
か
す
み（
高
知
市
）

読
者
の
声

「
変
形
性
膝
関
節
症
」の
た
め
、

膝
に
力
が
入
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射
に
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
…
。

私
は
、
つ
い
つ
い
先
延
ば
し

を
し
て
い
た
…
。

　

「
認
知
症
症
状
」が
出
て
一

年
…
。
徐
々
に
進
ん
で
来
て

い
る
よ
う
に
思
っ
た
…
。
そ

し
て
、
こ
の
頃
か
ら
、
少
し

ず
つ
入
浴
を
嫌
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
…
。 

つ
づ
く

�

【
白
樺
友
の
会�

匿
名
希
望
】


